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抄録 : 本研究では、小学校外国語における児童の動機づけ要因とエンゲージメントの関連性を

明らかにすることを目的とする。動機づけ要因としては、自己決定理論における認知的評価理

論及び基本的心理欲求理論の観点から論じ、エンゲージメントとしては、感情的・行動的・認

知的エンゲージメントに関して取り上げる。小学校 5、6 先生 610 名にアンケートを実施し、分

析を行った結果、教師の自律性支援指導の認知が授業の心理的欲求を充足させ、エンゲージメ

ントを予測するということが明らかになった。この結果を基に、今後の小学校外国語の授業に

必要な視点に関して示唆を行った。

索引語 :動機づけ、自己決定理論、エンゲージメント、小学校外国語

Abstract: Abstract: This research aims to explore the connection between students' motivation and 
engagement in elementary school foreign language education, with a specific focus on self-
determination theory （SDT）. Motivational factors are examined through the lens of 
cognitive evaluation theory and basic psychological needs theory within SDT, while 
engagement is analyzed in terms of emotional, behavioral, and cognitive dimensions. The 
study involved 610 fifth and sixth-grade elementary school students who completed a 
questionnaire. Through analysis, it was found that teachers' perception of autonomy support 
instruction plays a pivotal role in satisfying students' psychological needs in the classroom, 
subsequently influencing their level of engagement. Drawing from these findings, this 
abstract offers recommendations for enhancing future elementary foreign language classes 
by adopting relevant perspectives from the self-determination framework.
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1．はじめに

2020 年度からの小学校外国語の教科化を受けて、小学校現場では、高学年において週 2 時間

の外国語の授業が行われている。『新学習指導要領』（文部科学省，2017）においては、「知識・

技能等」「思考力・判断力・表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」の育成が目標とされ、

児童の「主体的・対話的で深い学び」を通した授業展開が求められている。特に、児童の主体

性および自律性の育成は、小学校外国語において急務であり、多くの教員が外国語の授業の中で、

どのように児童の自律的な学習を促すかついて検討している。この分野の研究として、染谷

（2022a）は、中学生を対象に調査研究を行い、教師の自律性支援の認知が心理的欲求の充足を

媒介として、生徒の授業へのエンゲージメントを促進するということを明らかにしている。また、

外国語が教科化される前の研究ではあるが、小学校高学年児童を対象とした研究で、教師の自

律性支援の認知が心理的欲求充足を媒介としてエンゲージメントを予測することを明らかにし

た研究も存在する（Oga-Baldwin et al., 2017）。
しかし、小学校において外国語が教科化されることが決まって、具体的に教科としての学習

が始まってから、上記の内容を検討した研究はまだないのが現状である。そこで、本研究では、

小学校外国語の教科としての授業を受けた児童を対象にアンケート調査を行うことにより、教

師の自律性支援の認知、心理的欲求の充足、およびエンゲージメントの関連性を明らかにしよ

うと試みる。

2．先行研究

（1）動機づけ

心理学的に「動機づけ（Motivation）」とは行動や心の活動を、開始し、方向づけ、持続し、

調整する、心理的なプロセスであると言及される（上淵，2012）。「動機（Motives）」は動機づ

けのプロセスを構成する一要素にすぎないとされる（Reeve, 2018）。動機とは動機づけのプロ

セスを生じさせて持続させるものの総称であり、要求、欲求、認知、情動などの変数を含むと

されている。つまり、動機には状況変数と特性変数が存在し、状況によって値が変化する変数

と特定の値を取りやすい傾向を示す変数がある。本研究における動機とは前者に相当し、授業

という状況により値が変化する動機を扱う。

1）自己決定理論（Self-determination Theory; SDT）

自己決定理論とは Deci and Ryan（1985）により提唱されたものであり「成長と統合に向か

う自己の傾向性および、より統合された自己の感覚を発達させていく傾向性を生得的に備えて

いるという生命論的視座に立脚した動機づけの考え方」（鹿毛，2013, pp.182–183）であるとさ

れる。この理論には、現在 6 つの下位理論が存在するとされ、その中で「土台」として位置づ

けられている考え方が基本的心理欲求理論である（Ryan & Deci, 2017）。
2）自律性支援（Autonomy Support）

自己決定理論のミニ理論の一つに「認知的評価理論（Cognitive Evaluation Theory）」が存在

する。認知的評価理論では外的な状況（フィードバック、コミュニケーション、報酬など）が
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個人の自己決定と有能さの認知を媒介として内発的動機づけを規定するとされ、個人内に「内

部情報的」と「内部制御的」という対象的な心理状態が存在することを仮定している（Deci & 
Ryan, 1985）。内部情報的な心理状態では、環境と効果的な相互交渉を行った結果としての事象

の理解や技能の上達によって得られた有能感や満足感が体験されるが、内部制御的な心理状態

では、圧迫感、緊張、不安などの感情体験を伴うとされる（鹿毛，2013）。
認知的評価理論の観点から「動機づけスタイル（Motivating Style）」を検討すると、内部情

報的な心理状態を体験させる「自律性支援（Autonomy Support）」指導と内部制御的心理状態

を伴わせる「統制（Controlling）」指導が存在するとされる（Reeve, 2018）。
現在までの研究において、「自律性支援」指導は自律性の欲求充足のみでなく、有能性、関係

性の欲求充足にも正の影響を及ぼすという考え方が存在する（Skinner et al., 2009）。日本の英

語教育環境下では、染谷（2021b, 2022a）は、中学生及び高校生に調査研究を行い、Skinner 
et al.（2009）と同様に、生徒の自律性支援指導の認知が、自律性・有能性・関係性の欲求の充

足に正の影響を及ぼすことを明らかにしている。

3）基本的心理欲求（Basic Psychological Needs）

自己決定理論の根底となるミニ理論の一つとして、「基本的心理欲求理論（Basic Psychological 
Needs Theory）」が存在する。基本的心理欲求理論とは、「自律性（Autonomy）」「有能性

（Competence）」「関係性（Relatedness）」の欲求充足が、内発的動機づけの促進、人間の成長、

統合的な発達、ウェル・ビーイング（Well-being）のために不可欠であるという考え方である（Ryan 
& Deci, 2017）。
染谷（2020）は、鹿毛（2013, p. 184）及び廣森（2006, p. 13）をもとに、英語教育における

3 つの心理的欲求充足に関して、次のように言及している。

・自律性の欲求充足： 自律性の欲求充足： 行為を自ら起こそうという傾向性を指し、学習者が自律的に英語学習に

取り組みたいと感じること

・有能性の欲求充足： 有能性の欲求充足： 環境と効果的に関わりながら学んでいこうとする傾向性を指し、学習者

が英語ができるようになりたい、あるいは英語の授業内容を理解したい

と感じること

・関係性の欲求充足： 関係性の欲求充足： 他者やコミュニティと関わろうとする傾向性を指し、学習者が教師や仲

間と互いに協力的に英語学習に取り組みたいと感じること

上記の 3 つの心理的欲求充足が内発的動機づけやエンゲージメントを予測しているというこ

とが近年の研究で明らかにされている（染谷，2021a, 2022b）。

（2）エンゲージメント

学習者の成果としての「エンゲージメント（Engagement）」とは「心理的没入」と表現でき、

興味や楽しさを感じながら気持ちを集中させ、注意を課題に向けて維持するような「熱中」す

る心理状態である（鹿毛，2013）。エンゲージメントは「行動的エンゲージメント」「感情的エ

ンゲージメント」「認知的エンゲージメント」に分かれているとされる（Raschly & 
Christenson, 2012）。「行動的エンゲージメント」とは授業をはじめ、学習場面や学習課題にお

ける関与、努力や持続性、忍耐を含む概念とされる（梅本ら，2016）。「感情的エンゲージメント」

とは興味、退屈、不安、楽しさといった学習者の感情的反応に関する概念とされる（梅本ら，
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2016）。さらに、「認知的エンゲージメント」とは洗練された深い学習方略（精緻化など）の使

用や、自己調整方略（プランニングなど）の使用といった認知的な参加における概念であると

される（Reeve, 2018）。

（3）動機づけ要因とエンゲージメントの関連性

動機づけ要因とエンゲージメントの関連性を検討した研究としては、自律性支援と心理的欲

求充足、及びエンゲージメントの関連性を検証した研究が存在する。Jang et al. （2012）は韓国

人の大学生 500 名に対して、アンケート調査を行い、「自律性支援」→「自律性の欲求充足」→

「エンゲージメント」というような媒介モデルが存在することを明らかにした。また、Jang et 
al.（2016）の研究結果では韓国人英語学習者 366 名を対象にアンケート調査を行い、「自律性

支援」→「心理的欲求充足」→「エンゲージメント」という媒介モデルの存在を明らかにした。

日本においても自律性支援、心理的欲求充足及びエンゲージメントの関連性について検証し

た研究が行われている（e.g. 染谷，2021a, b, 2022a, b, 2023; Someya & Obermeier, 2023）。
染谷（2021a）は、大学生を対象に自律性支援指導の認知が心理的欲求充足を媒介として内発

的動機づけを予測するプロセスについて明らかにした。さらに、染谷（2021a）の研究を発展さ

せた染谷（2022a）の研究では、中学生を対象にアンケート調査を行い、自律性支援指導の認知

が心理的欲求充足を媒介にエンゲージメントを予測するという結果を明らかにした。さらに、

染谷（2022b）の研究では、大学生を対象にアンケート調査を行い、自律性支援指導の認知が学

生の心理的欲求充足を媒介としてエンゲージメントを予測することを明らかにしている。

上記の研究から明らかになったことを図 1 に示す。

3．研究の目的と方法

（1）研究の目的

本研究の目的は、小学生の英語学習動機づけが授業へのエンゲージメントに及ばす影響を明

らかにすることである。

具体的に以下の 2 つのリサーチ・クエスチョン（RQs）を設定し、検討を試みる。

RQ1： 児童の自律性支援の認知、心理的欲求充足及び授業へのエンゲージメントの間には正

の相関が存在するか。

RQ2： 児童の自律性支援の認知、心理的欲求充足と授業へのエンゲージメントの因果関係は

どのようなものであるか。

図 1　動機づけスタイル、心理的欲求及びエンゲージメントの関連図

　　 （染谷 , 2022a, p. 84 より引用）

1 
 ( , 2022a, p. 84 ) 
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（2）研究の方法

1）参加者

本研究の参加者は、千葉県 A 市の 2 つの小学校に在籍する高学年（5，6 年生）児童 610 名であっ

た。本研究に参加した児童は 2018 年度から 1 年間または 2 年間の教科としての外国語の授業を

受けてきた。授業の教材は、『We Can! 1, 2』が用いられた。授業は英語専科の教員が中心に行い、

担任及び ALT が適宜補助する形で行われた。

2）質問紙

アンケート調査は、2020 年 3 月に行われた。倫理的配慮として、成績に影響しないこと、ア

ンケートに回答する強制はしないこと、回答は自由意志であるとことを最初に明記及び口頭に

より説明した。

アンケートは動機づけスタイル（自律性支援）と心理的欲求（充足）及びエンゲージメント（感

情的・行動的・認知的）に関する質問項目で構成されるものを使用した。

「自律性支援」に関するアンケート項目は、Reeve and Jang （2006）をもとに染谷（2022a）
で作成されたものを用いた。また、心理的欲求充足の質問項目に関する項目は染谷（2020）に

より作成された質問項目を小学生に改良したものを用いた。最後に、エンゲージメントに関す

る項目は、染谷（2022a）を参考に作成された。アンケートは 4 件法（4：とてもそう思う、3：
そう思う、2：あまりそう思わない、1：全くそう思わない）を用いた。質問項目と記述統計量

を Appendix に示す。

得られたデータは IBM SPSS Statistics Base 及び Amos Ver.29 を用いて分析された。分析方

法として記述統計、クロンバックα 係数、相関係数、共分散構造モデリングによるパス解析（SEM）

を用いた。

4．研究の結果と考察

（1）本研究の分析結果

まず、要因の信頼性係数及び相関係数を算出し、各要因間の関連性を検討する。その後、共

分散構造モデリングによるパス解析を行うことにより RQ1 と RQ2 を明らかにしようと試みた。

1）信頼性係数と相関係数

各要因の信頼性を検討するために、信頼性係数（クロンバックα 係数）を算出した。自律性

支援（α  = .843）、心理的欲求充足（α  = .865）、エンゲージメント（α  = .923）のすべての要因

において、受け入れられる数値を示した。そこで、各要因間の関連性を検討するために相関係

数を算出した。その結果を表 1 に示す。
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相関係数を算出した結果、自律性支援と心理的欲求充足（r  = .463, p  < .01）、エンゲージメン

ト（r  = .665, p  < .01）、心理的欲求充足とエンゲージメント（r  = .741, p  < .01）の間に中程度

から強い正の相関が見られた。

2）因果関係の検討（共分散構造モデリング）

先行研究から「自律性支援指導の認知は心理的欲求充足を媒介にエンゲージメントを予測す

ること」（図 1）が想定されるため、上記を検討するために共分散構造モデリングによるパス解

析（SEM）を行った。分析の結果、図 2 のような結果が得られた。

表 1　相関係数と信頼性係数
 

 
 M SD 1 2 3 

1.  2.928 0.681 (  = .843) .463** .665** 
2.  2.640 0.618 (  = .865) .741** 
3.  2.919 0.653 (  = .923) 

N = 610, **p < .01 

図 2　SEM の結果

 
 

 

Note.　AST：自律性支援、ANS: 自律性の欲求充足、CNS: 有能性の欲求充足、RNS: 関係性

の欲求充足、EE: 感情的エンゲージメント、BE: 行動的エンゲージメント、CE: 認知的エンゲー

ジメント

モデル適合度指標 : X2 = 275.104, df  = 41, X2/df  = 6.710, RMR = .039, GFI = .921, AGFI = 
.873, CFI = .938, RMSEA = .097[.086, .108], ***p  < .001

（2）結果の考察

RQ1 及び RQ2 について上記の 1）及び 2）の結果より考察を行う。

信頼性係数α を計算した結果、α  = .843–.923 の間の値をとっており、いずれも受け入れうる

値を示したと考えられる。つまり、今回の調査で用いた質問項目の信頼性は十分受け入れうる

ものであったと考えられる。
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RQ1 に関して、相関分析の結果より、先行研究と同様に、自律性支援、心理的欲求充足、エ

ンゲージメントとの間には、有意な正の相関が存在することが明らかとなった。このことにより、

日本の小学校における英語教育（学習）環境下でも、「自律性支援、心理的欲求充足及びエンゲー

ジメント」という各要因が、相互に影響し合っていることが考えられる。

次に、RQ2 について考察を行う。

RQ2 について、SEM の結果より、「自律性支援の認知➔心理的欲求充足➔エンゲージメント」

という媒介モデルの存在が示された。モデル適合度指標に関しても、CFI > .90, 0 < RMSEA < .10
であることから、受け入れうる数値を示したと考えられる。

この媒介モデルは中学生の英語学習の意識を調査した染谷（2022a）でも存在が確認されてお

り、小学校での英語学習者を対象とした本研究でも類似した結果が得られたと考えられる。教

師の自律性支援の認知から心理的欲求充足へのパスはβ  = .51 （p  < .01）であり、心理的欲求充

足からエンゲージメントへのパスはβ  = .63 （p  < .01）であり、教師の自律性支援の認知からエ

ンゲージメントへのパス（β  = .42,  p  < .01）より大きいものとなった。つまり、自律性支援の

認知は直接エンゲージメントを予測するというよりはむしろ、心理的欲求充足を媒介としてエ

ンゲージメントを正に予測するということが明らかになった。この結果は、染谷（2021b, 
2022b）の高校生の英語学習環境の調査と同様の結果を示しており、小学生の英語学習環境でも

同様のことが言えると考えられる。上記を考慮に入れると、小学校での英語学習環境でも、教

師の自律性支援指導はエンゲージメントの向上に有意義なものであると考えられる。したがっ

て、小学校での英語教育において、教師が自律性支援指導を心がける必要性があるということ

である。

ここからは教師がどのような視点を持つことで自律性支援指導をすることができるかをまと

める。教師の自律性支援はスキルであり、教師が磨くことができる（Reeve, 2018）。スキルと

しての自律性支援指導の視点として、「①学習者の視点に立つ」「②学習者の興味・関心を引き

出す」「③ニーズに合わせた学習活動の提案」「④合理的な説明」「⑤否定的な感情を認識する」「⑥

学習者を奨励する言葉を用いる」「⑦（学習者が準備ができるのを）忍耐強く待つ」といった 7
つの視点が重要とされる（Reeve & Shin, 2020）。英語の授業において、染谷（2023）が言及す

るように、英語教師は学習者がどのような視点で英語学習を捉え、どのような内容に興味関心

を有するのか、どのような学習活動を行いたいのかと言った学習者のニーズを分析し、支援を

行うことが求められる。また、なぜその英語学習が必要なのか、どのように学習したら言語学

習にとって効果的かなど合理的に学生に説明していく視点も必要とされる。さらに、学習者が

英語学習に対して持つ否定的な感情を受け入れ、それを改善していくように教師がポジティブ

な言葉を用いるように心がける必要がある。最後に、学習者によっては目標とされるレベルの

英語学習の準備ができていない状態の学生もいることを受け入れ、できる限り準備が整うまで

忍耐強く待つといった視点も重要であると言える。

今後、小学校英語の授業内で教員が前述の 7 つの視点を有し、授業内で実践していくことで、

より授業内での心理的欲求が充足されエンゲージメントの促進をすることができると考えられる。
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5．おわりに

本研究では、小学校外国語の授業における、教師の自律性支援の認知と心理的欲求充足がエ

ンゲージメントに及ぼす影響を分析した。分析の結果、いくつかの先行研究と同様に、「教師の

自律性支援の認知➔心理的欲求充足➔エンゲージメント」という媒介モデルの存在を明らかに

することができた。このことから、児童に対して教師が自律性支援指導を意識しながら授業を

行っていくことの重要性が指摘された。今後の小学校外国語の授業において、教師が自律性支

援指導を意識し、心理的 3 欲求の欲求を充足させ、授業にエンゲージさせて行くことによって、

児童の英語力の伸張およびコミュニケーション能力を育成することができる可能性がある。

注）本稿は、APA manual 7th edition に準処して執筆しております。
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　Appendix

　アンケート項目と記述統計量
Appendix  

 
  M SD   

AST(1)  2.97 0.865 -0.570 -0.290 
AST(2)  2.91 0.887 -0.472 -0.498 
AST(3)  2.98 0.846 -0.551 -0.258 
AST(4)  3.20 0.807 -0.789 0.069 
AST(5)   2.58 0.935 -0.082 -0.867 

ANS(1)  2.42 0.887 0.204 -0.673 
ANS(2)   2.53 0.877 0.051 -0.704 
ANS(3)   2.73 0.884 -0.206 -0.697 

CNS(1)   2.57 0.954 0.069 -0.962 
CNS(2) 

 
2.96 0.962 -0.539 -0.726 

CNS(3)  2.15 0.922 0.394 -0.695 

RNS(1)   3.17 0.828 -0.838 0.190 
RNS(2) 

 
2.31 0.887 0.123 -0.756 

RNS(3)  
 

2.92 0.807 -0.515 -0.063 

EE(1)   2.25 0.946 0.318 -0.796 
EE(2)  2.70 0.957 -0.203 -0.912 
EE(3)   2.68 0.964 -0.159 -0.957 
EE(4)  

 
2.82 0.982 -0.356 -0.915 

BE(1)  3.03 0.828 0.996 13.563 
BE(2)  3.02 0.792 -0.567 0.008 
BE(3)  3.15 0.774 -0.718 0.234 
BE(4)  

 
3.04 0.822 -0.572 -0.196 

CE(1) 
 

2.90 0.879 -0.380 -0.619 

CE(2)  
 

3.16 0.812 -0.778 0.145 

CE(3)  
 

3.20 0.805 -0.913 0.510 


